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はじめに

　近年、アジアの高等教育のグローバル化が進み、日
本においてもグローバルに活躍できる人材の育成が求
められている。お茶の水女子大学においても、2012
年度から「グローバル人材育成推進事業」が始まり、
国際的に活躍する女性リーダーの育成に取り組んでい
る。
　今年 6 月に発表された、英国の大学評価機関クア
クアレリ・シモンズ (QS) の「アジア大学ランキング」
では、1 位は香港科技大学、2 位はシンガポール国立
大学、3 位は香港大学であった。日本は 8 位の東京大
学が最高位であった。上位 5 校のうち、3 校が香港の
大学であることからも、香港がいかに優秀な学生を引
き付けているかを窺うことができる。
　本調査報告ではアジアの中でも特に評価の高い、シ
ンガポールと香港の大学において、学生寮における取
り組みをまとめ、寮生の入寮理由、寮内の交流及び寮
内組織から、お茶大 SCC での取り組みの参考とする
知見を得ることを目的とする。
　本調査は 2013 年 9 月に行われ、シンガポールのシ
ンガポール国立大学、南洋理工大学、中国・香港の香
港大学の学生寮担当者による案内のもと行われた。

お茶の水女子大学の学生寮「お茶大 SCC」

　お茶の水女子大学は 2011 年に、「共に住まい、共
に学び、共に成長する」ことを理念とした「お茶大
SCC（Students Community Commons）」を開寮し
た（詳細については、赤坂 (2010）, 桂（2013）を参
照）。学部 1.2 年を対象とした、定員 50 名の小規模

の教育寮であるが、「学生支援プログラム」に基づい
た運営、5 人 1 ハウスのシェアハウス方式の学生寮の
取り組みは、各方面から注目を集めている。本学で
は、学生・キャリア支援センターに所属する「学寮ア
ドバイザー」が、お茶大 SCC の学生支援プログラム
及び寮生のサポートを行う担当している。また、学生
支援を担当する教員と職員が、共同で運営にあたって
いる。
　2013 年度からは、2 年間在寮経験のある 3 年生に
よるレジデント・アシスタント（RA）制度が始まっ
た。RAは4名で構成され、寮生による寮生のサポート、
及び学寮アドバイザーと寮生とのパイプ役を担ってい
る。

海外視察調査

(1) シ ン ガ ポ ー ル 国 立 大 学 (National University of 
Singapore: NUS）
　シンガポールは東京 23 区程度の面積しかない無資
源の国土に、378 万人の国民が住む都市国家である。
1997 年にゴー・チョクトン首相（当時）が打ち出し
た “東洋のボストン (Boston of the East)” 演説が有
名であるが、10％ほどであった留学生入学率を 20％
に引き上げ、同国をボストンのような世界の優秀人
材が集う学術都市にするという国家ビジョンである。
以後アジア各地で留学生セミナーを開催し、各国の
学生や教員を短期研修でシンガポールに招待するな
ど、積極的に人材の招致に取り組んできた。この結果、
2011 年には同国の大学入学者における留学生の比率
は 18％を占め、教員は 50-70% が海外からの招聘者
となっている（池田 ,2012）。
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　シンガポール国立大学は 1905 年創立のシンガポー
ルで最も歴史のある大学で、学部・大学院合わせて
30,000 人以上の学生を有する総合大学である。大学
内には六つの Hall のほかに、Residential College、
Student Residence といった学部生、大学院生用の
学 生 宿 舎 が あ る。 ま た 近 年 で は University Town 
(U-Town) も建設されている。本視察調査では、学部
生用の学生寮である Hall の内、「Temasek Hall」を
訪問した。

1) 概要
　Temasek Hall は Kent Ridge Campus に立地し、
A から E の五つのブロックに、420 部屋 485 名が入
居している。男女比はほぼ同じで、階によって男女の
居住スペースが分かれている。学年別では、1 年生が
40％、2 〜 4 年生は 20％という割合になっている。
学生の出身地は、シンガポール 60％、留学生 40％と
いう割合になっている。これはシンガポール政府及び
大学の方針で、留学生の受け入れを進めるとともに、
シンガポール出身学生にもグローバルな経験を積むこ
とを推進していることから、大学の国際化目標である

「6：4」に倣っている。
　寮費は、一人部屋 100SGD/ 週、二人部屋 70SGD/
週である。1 学期は 12~13 週のため、840~1300SGD
になる（SGD：シンガポールドル。2014 年 2 月のレー
トで 1SGD ≒ 80 円）。5 月から 8 月の休暇中は、オリ
エンテーション等で寮内に残る学生を寮内の一つブ

ロックに集め、空室を他の団体に貸し出している。寮
内には大きな食堂があり、平日の朝食・夕食、土曜日
の朝食、日曜の夕食が提供される。食費は寮費とは別
に 1 日あたり 3.5SGD がかかる。

2) 入寮手続きと入寮理由
　入寮に関しては寮内の学生組織であるJCRC(Junior 
Common Room Committee) が 選 考 を 行 う。 申 込
はインターネットで受付、スポーツの大会に出場経
験がある、出身高校、家庭事情等により JCRC が
SCRC(Senior Common Room Committee) に推薦す
る形で行われる。JCRC が推薦した入寮希望者は、ほ
ぼ承認される。後程触れるが、NUS の六つの Hall は、
寮対抗のスポーツ大会がたいへん盛んであるため、ス
ポーツの経験が重視される傾向にある。またスポーツ
をはじめとした寮のプログラムをよく理解した上で、
入寮を希望しているかどうかを判断し、ミスマッチを
防ぐ役割もしている。
　シンガポールは東京 23 区の総面積よりも小さいた
め、シンガポール出身の学生のほとんどは自宅からの
通学が可能な距離に住んでいる。このようなこともあ
り、「なぜ学生寮に入寮するのか」という疑問をホー
ルマネージャーに尋ねると、「リーダーシップ・スポー
ツマンシップの経験を積む」、「家族の勧め」、「異なる
価値観と出会うため」という理由が挙げられた。シン
ガポールでは住宅事情から、男性女性ともに結婚まで
家族と同居することが多い。男性は大学入学前に兵役

Figure 1 シンガポール国立大学　Temasek Hall の外観及び設備（左上より、外観、中庭、花壇、食堂、トレーニング・
ジム）
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に入ることが多く、家族からの独立を経験するが、女
性にはその機会がない。そのような背景もあり、家族
が大学入学を機に、親離れを促すように入寮を進める
こともある。以前は祖父母や「お手伝いさん」が週末
になると寮に来て、居室内の掃除をする光景も見られ
たという。現在は入寮まで洗濯をしたことのない学生
も入寮するが、掃除・洗濯は各自で行っている。

3) 寮内の交流と寮内組織
　寮内の行事は週末に行われることが多く、寮対抗
(Inter Hall Games)、寮内ブロック対抗のスポーツ大
会、入寮初日のイニシエーションの意味合いを持つ行
事、五つのブロックごとに食事を囲む「ブロックテー
マナイト」、「Rag Day」（廃材を利用して山車を作り
パレードを行う NUS の行事。）、演劇、バンドコンサー
トといった寮を挙げての多彩なイベントが行われてい
る。スポーツはサッカー、バスケットボール、水泳、
陸上と多岐にわたり、17 種目の勝敗によりポイント
が加算され、順位が決まる。
　後期の終わりには、寮生組織である JCRC の選
挙が行われ、次年度の役員が決まる。JCRC の役職
は President、Honorary　General　Secretary、
Director (Socia l  Af fa i rs、Cul tura l、Sports、
Finance、Operations、Special　Products) があり、
任期は 1 年間である。1 年以上在寮の 2 〜 4 年生が
立候補することができる。
　SCRC は NUS の 教 員 で 構 成 さ れ、1 名 の Hall 

Master と 5 名の Resident Fellow が A 〜 E のブロッ
クをそれぞれ担当する。また 10 名の Hall Staff が事
務的作業、警備、管理運営を行う。今回寮内を案内
し、説明をしてくれた Hall Manager の男性は、マ
レーシア出身で NUS の学生のときに、この寮の Hall 
Master でもある教授の研究室に所属していたことが
縁で、現在寮の仕事をしている。　
　JCRC と SCRC は新学期が始まる前に、一緒にチー
ムビルディングの研修及びカウンセリングの講習を受
けている。寮内で人間関係の問題が発生した場合は、
まずは当該学生の仲の良い友人に声をかけるように促
し、SCRC は友人を介して本人をサポートする方法を
とっている。そのためにも、JCRC は寮内の人間関係
にも目を配りながら、孤立する学生がいないように気
を付けている。また朝・夕の食事は、全員で一緒に食
べることが望ましいとされているため、食事に現れな
い学生は何か問題を抱えている可能性があるというと
いうサインにもなる。

(2) 南 洋 理 工 大 学（Nanyang Technological 
University :NTU）
　南洋理工大学は 1991 年に設置され、約 30,000 人
が在籍している。学内には 16 の学部生用の学生寮が
あり、現在あと 2 寮を新規に建設している。学生寮
の規模は国内最大で、学部生 20,000 人のうち、約
9,000 人分の部屋を確保している。2010 年第 1 回ユー
スオリンピックでは、大学が競技会場として使われた

Figure 2　Temasek　Hall 寮生組織及び寮内の交流の様子（左上より、寮対抗スポーツ大会の表彰、SCRC
紹介、JCRC 紹介、各階のメンバー表）
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ことから、学生寮は選手村としても使われた。本視察
調査では、ハウジングオフィスの学生寮担当職員によ
る案内のもと行われた。

1) 概要
　南洋理工大学の学生寮は一つの寮につき 500 人又
は 652 人の定員で、男女比は学年によって差はある
が全体ではほぼ同じである。シンガポール出身者と
留学生の割合もほぼ同じである。寮費は一人部屋約
300SGD/ 月、二人部屋は約 200SGD/ 月で、寮によっ
てバス・トイレ・エアコンといった設備に差があるこ
とから、寮費もそれに伴い増減する。寮で提供される
食事はないが、寮内にはキャンティーン（食堂）、ま
た大学構内にもレストラン、売店がある。

2) 入寮手続きと入寮理由
　入寮に関しては、大学の学生課で一括して行われ
る。ポイントシステムをとっており、在寮期間は 1
年間で、次年度に在寮できるかどうかはポイントが高
い人から決まる。ポイントを増やす方法はいくつかあ
る。まず、寮のアクティビティに参加する、寮内の委
員会に所属する、留学生である、シンガポール出身で
も大学から家が遠い、大学の部活に所属しているとい
う場合は、ポイントが加算される。また二人部屋を希
望する場合は、同部屋になる留学生とペアになり一緒
に申込をすると、留学生支援をするという意味から優
先される。ポイントは年度毎に計算され、ポイントの

繰り越しはできない。満室になった場合は、Waiting 
List に掲載され、空室ができたらポイントが高い順に
入寮が決まる。
　入寮理由は、大学が中心地から 1 時間程離れてい
ることもあり、通学時間のことを考えてという者が多
い。また親からの独立、友人と一緒に暮らせるからと
いう者もいる。一つのホールあたり、約 600 名の寮
生のうち、3 分の 1 は寮内での積極的な活動を希望し
ており、3 分の 2 は大学への通学時間の短縮のため入
寮しているという話である。

3) 寮内の交流と寮内組織
　寮内の交流は、スポーツ（バスケットボール・バレー
ボール・スカッシュ・ラグビー・水泳・水球・陸上・
テニス・サッカー等）が盛んな他に、ダーツや各種ボー
ドゲームの同好会もあり、いずれも寮対抗で競い合っ
ている。スポーツの同好会は一人につき一つまで登録
が可能である。
また各寮では、新入生オリエンテーションキャンプ、

「Dinner & Dance」（季節ごとのパーティー）、「Hall 
Production」（演劇大会）といった誰でも参加ができ
るイベントが多数企画されている。
　寮生組織は JCRC が中心的な役割を担う。JCRC
は各寮 20 名で構成され、1 年生から応募も可能であ
るが、そのようなケースは稀であるので、多くは 2
年生以上学生である。JCRC の役職は、President、
Vice President, Business Manager, Financial 

Figure 3 南洋理工大学の学生寮の様子（左上より、外観、食堂、談話室）
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Controller, Secretary (Sports, Social、Welfare、
Cultural 等 ) がある。寮の卒業生の組織はなく、
JCRC は年度ごとに記録を取り、それを後任に引き継
いでいくようになっている。
　また 5 名の大学教員が寮のフェローを務めている。
任期は 3 年で、フェロー手当がつき、家族も一緒に
住めること、構内には幼稚園もあることなどから、希
望者は多い。問題が発生した場合は、日中は各寮にあ
る事務室に、夜間はフェローに相談するようになって
いる。

(3) 香港大学（The University of Hong Kong：HKU）
　香港大学は 1911 年に設置された、香港で最も歴史
のある大学である。学生数は学部約 12,000 人、大学
院約 12,000 人、合計 24,000 人で、学部生用には 13
寮 6,500 人分の部屋を確保している。13 寮のうち、
2 寮が大学構内にあり、11 寮はキャンパス周辺に立
地している。

　学生の出身地は、中国本土からが半分を占め、留学
生はアメリカ、カナダ、イギリス、韓国、オーストラ
リアと他のアジアの国々からの者も多い。1 学期には
1500 人の新入寮生、2 学期には 300-400 人が短期留
学で宿泊するため、寮生の入退寮は年間を通して流動
的である。
　本視察調査では、大学内の学生生活支援、キャリ
ア支援の部署である、Centre of Development and 
Resources for Students (CEDERS) の学生寮担当者
の案内のもと、構内に立地する「Simon K.Y. Lee 
Hall」を訪問した。

1) 概要
　Simon K.Y. Lee Hall は 1985 年開寮し、学部生約
300 人が入居している。地上 10 階、地下 3 階、1-8
階が住居部分、9 階はランドリーと Warden（管理
者）の住居、地下には寮内の活動で使用するスペース
もある。各階に 20 部屋 40 人分の住居があり、階に

Figure 4 南洋理工大学　寮内の交流の様子（左より、Hall 12 の掲示板、Hall 13 の掲示板、寮内スポーツ大会の写真）

Figure5：香港大学 Simon K.Y. Lee Hall　外観及び寮内の様子（左より、外観、各階の談話室、寮行事のタペス
トリー、エレベーター内の寮生活動の広告、寮生のメールボックス）
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よって男女が分かれている。新入生は 2 人部屋に入る。
各階に 1、2 名のチューターの学生おり、大学院生が
務めることが多い。
　寮費は年間 11,844HKD（HKD：香港ドル。2014
年 2 月のレートで 1HKD ≒ 13 円）で、食費は別であ
る。6 月上旬から 8 月上旬の夏季休暇中に宿泊を希望
する場合は、宿泊日数に応じて別に寮費を支払う。

2) 入寮手続きと入寮理由
　入寮は CEDARS が管理し、5 月からオンラインで
受付をする。申込の際は、基本的な情報の他に、希望
の寮を三つ、健康状態、興味関心、趣味等を記入する。
香港出身の学生については、通学時間と家庭の事情を
ポイント制にして、ポイントが高い者から入寮が決ま
る。
　香港はシンガポール同様の住宅事情を抱えており、
一般の住居は家賃が高いため学生が借りることは難し
い。そのため大学近辺の空き物件を大学が買い取り、

「Non-Hall Housing」として学生に住居を提供して
いる。費用は寮費とほぼ同額で、寮生組織はないため、
それらにかかる費用は含まれない。

3) 寮内の交流と寮生組織
　シンガポールの学生寮と同様に、寮対抗のスポーツ
大会は盛んである。入口の共有スペースや、寮内のエ
レベーターには各スポーツチームからのインフォメー
ションや、試合の結果が掲示されている。新入生を迎
えるためのイベントやホームページも充実しており、
三泊四日のオリエンテーションキャンプ、「Reg Day

（Registration Day）」、寮内スポーツチームの勧誘、
寮行事の紹介が行われる。
　寮生組織は各寮にあり、Simon K. Y. Lee Hall で
は、LHSA (The Simon K. Y. Lee Hall Students’ 

Association) と 呼 ば れ る。 役 職 は、Chairperson、
Internal Vice-Chairperson、External Vice-
Chairperson、Genera l  Secretary (Genera l、
Financial、Acting Welfare、Social Secretary、
Sports 等 ) があり、寮生内の選挙によって決められ
る。寮の運営は大学の教員が務める学生監 (Dean of 
student Affairs) のもと行われ、寮管理人、ホールマ
ネージャー及びチューターが支える。

シンガポール・香港の学生寮と日本の学生寮を比較して

　三つの大学の学生寮の視察から学生寮の運営の特徴
を挙げ、本学の学生寮運営における課題について考察
する。
　まず、入寮理由については、大学に近いという利便
性を考えての理由もあるが、家族からの独立を経験す
る機会と捉えていることが挙げられる。これはシンガ
ポールと香港と日本は住宅事情も共通しており、大学
通学圏内に自宅がある場合は、就職、結婚まで独立の
機会がない場合もある。地方出身の SCC の寮生は入
寮した理由を、「一人暮らしの経験はいつでもできる
が、寮生活は大学の時のみである」と語っているが、
大学通学圏内の学生にも浸透していくことはなかなか
難しい。近年日本において、大学生の親への依存傾向
が増していることが問題と取り上げられることも多い
が、学生寮経験が自律を学ぶよい機会となるのではな
いかと考えられる。
　次に、寮内の交流については、寮生組織を中心に進
められている。役職は選挙で決まり、役職に就くこと
は名誉とされる。学生たちは、多岐にわたる寮対抗の
スポーツ大会、演劇、ダンス、パーティーといった寮
独自の行事に参加することで、帰属意識を高めてい
る。日本の大学生がいわゆる「（インカレ）サークル」

Figure6 香港大学　Simon K.Y. Lee Hall　寮入口の掲示（左より、新入生オリエンテーションキャンプ案内、寮
対抗水泳大会の告知、寮対抗試合の結果）
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に参加するのに対して、シンガポール・香港では寮の
スポーツチームや寮でのイベントに参加することで、
学生同士の交流が生まれている。
　寮内の交流が活発になる仕掛けとして、大学側も寮
の活動に積極的な学生かどうかを判断し、入寮者を決
めている。NUS の Temasek Hall は学生が入寮選考
を行い、自分たちの寮の活動に合った寮生を入寮させ
ている。NTU は大学の学生寮担当部署が、入寮・在
寮の継続についてポイント制にして、その中に寮の活
動に積極的かどうかということでポイントの加算がさ
れている。また NUS の中には、大学の成績が一定基
準から下がったら在寮ができないという場合もあり、
寮ごとに独自の基準をもつ。SCC では現在、寮の活
動に積極的かどうかという基準では入寮を決めていな
い。事前に学生支援プログラムについてよく理解して
いることを望んではいるが、入寮前に実際に寮内での
活動の様子を見る機会は、非常に少ない。入寮希望者
への情報発信として、ウェブサイトの更新、オープン
キャンパス等の行事での学生寮の紹介といった広報部
門を強化することで、寮の理念を理解し入寮すること
が期待される。
　SCC の特徴の一つは、「ルームシェア型」のハウス
制をとっていることにある。NTU の学生寮担当者は、
シンガポールではルームシェアのように少人数でキッ
チンやトイレを共有する場合、清潔な状態を保つのは
難しいので、学生寮では難しいと話していた。今回の
視察でも公共スペースの清掃は、専門のスタッフが
行っていた。日本では学校教育の中で「掃除」の時間
を設けていることが多く、公共スペースを掃除するこ
とに違和感がなく、学生寮においても当番制で掃除を
することに抵抗が少ない。実際に留学生との混住型の
日本の学生寮では、留学生がキッチンやトイレの掃除
を自分するという経験がなく、留学生に対して掃除を
することへの意識の変化を求めることがあるという。
このことからもハウス内の公共スペースの清掃を寮生
が行うというのは、日本の学生寮の特徴の一つである
と再認識することができる。
　

おわりに

　シンガポール・香港・日本と学生寮の規模は異なる
が、寮内の交流を活発にするしくみについては参考に

できる部分も多い。SCC は小規模であるからこそ全
員にリーダーとなるチャンスがあり、一人一人が果た
す役割は大きい。また海外への視察を通して、日本の
学生寮もまた独自の発展をしてきたことがわかる。シ
ンガポール・香港における学生寮の入寮の理由とし
て、家族からの独立が挙げられており、住宅事情が似
ている日本の大都市圏においてもこのような傾向がみ
られるようになるか、今後も注目していきたい。
　また、今回視察を行った寮の中には、入寮時及び在
寮を継続する際に、寮の行事に積極的に参加する意欲
があるかどうか、積極的に参加したかどうかという基
準を設けている寮もあった。大学に近いからという理
由での住居としての寮ではなく、寮生同士の交流や共
同生活からの学びを目的とする場合、寮の行事や寮の
運営に関して理解のある者が集まることで、入寮して
からのミスマッチをある程度防ぐことは可能であると
考えられる。また寮生組織を運営していくためには、
話合いや日々の当番など、個人の時間を寮のために使
うことが求められ、時にそれらに時間を割くことは不
公平感となって現れることがある。寮行事への積極
性、寮運営への貢献度が評価されることは、このよう
な不公平感を是正する方策でもあると考えられる。
　SCC は開寮 3 年目であるため、現在はまだ寮の礎
を築いている途中でもある。寮の将来に向けて、寮生
組織や寮内の行事がよりよく発展するよう意見を出し
合うことは、この時期だからこそできる経験であると
いうことを、寮生ともに共有していきたいと考えてい
る。
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